
きしょうちょう

　気象庁は、大きな被害を受ける恐れが

ある台風の進み方の予報を、きめ細かく

発表するなど、「台風情報」を見直すこ

とにしました。

　気象庁は、台風の中心が進むと思われ

る範囲を、円の形（予報円）で発表して

います。今は、予報円を�時間後や�時

間後のように�時間刻みで、５日先まで

発表しています。
かんかく

　ただ�時間刻みでは、予報円の間隔が

広く台風の進み方が分かりにくい場合も
かいぜん

あるため、改善が求められていました。
せんもん か

気象庁は専門家の意見を聞き、コンピュ

ぎじゅつ

ーターを使う予報の技術が進歩している
きざ

ことから、予報円を６時間刻みにして間
せま

を狭くするなど、台風情報を見直すこと

にしました。５年後までに開始する考え

です。

　始まれば住民や役所は、台風が自分の
ち いき

地域に近づく日にちや時間帯を早めに頭
い ひ なんじゅんび

に入れ、避難準備のような安全を守る行

動をしやすくなります。鉄道など交通機

関が、運休の計画を決めるのにも役立ち

そうです。このほか台風が発生する前か

ら、１～２週間先の見通しなども発表す

る計画です。


